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の集まり」のことを「教授パラダイム  (didactic 
paradigm)」と呼ぶ (Chevallard, 2015, p. 174)．これは，
上で触れた数学教育に対する考え方や精神に相当する
ものである．そして中等教育の数学において今日中心
的 な ‘ 古 い ’ パ ラ ダ イ ム を 「 記 念 碑 主義 
(monumentalism)」もしくは「作品訪問 (visiting works)」，
それにとって代わる‘新しい’パラダイムを「世界探







し学習するパラダイム (hailing and studying authorities 


























う，Chevallard が“ゴミ箱の原理”(Recycle bin principle)









れについて学習 (study) する」（x は学習者）という，
そして「x は，自分が一度も出会ったことのない，一度
も解いたことのない問題が含まれる状況に対しても毎









































                                                        
3  Chevallard (2015, pp. 178-179) は 後 ろ 向 き を 
“retrocognitive”, 前向きを “procognitive” と呼び学習の性
格を特徴づける． 
4 仏語の名称は，Parcours d’étude et de recherche であり，
PERと短縮される．英語では，Study and Research Courses 


















（１）Study and Research Paths  














(cf. Winsløw, Matheron & Mercier, 2013)．まず，数多く
の問いを生み出し，より多くの教えるべき知識に出会
えるような，“生成的な強い力 (fort pouvoir générateur)” 
者は，SRC と course の語をこれまで用いることがあった
が，今後は SRP を用いたい．なお，course の語を用いな
い理由は，それが教育界でしばしば用いられる語であり
























うに設定した SRP は，“目的づけられた SRP (PER 
finalisé)”と呼ぶ．さらに，教科内の SRP (PER 
monodisciplinaires) ， 教 科 横 断 的 な SRP (PER 
codisciplinaires) な ど と い っ た 区 分 も で き る 








                                                        











ATD では，「教授システム (didactic system)」を S (X; 
Y; ) で記述する (Bosch & Gascón, 2014)．ここで，
は，何らかの問いや数学的な作品・仕事，プラクセオ
ロジーなどであり，「教授争点 (didactic stake)」と呼ば




バルト図式 (Herbartian formula; schéma herbatien)」によ
って記述する． 
[S (X; Y; Q)  M]  A 
ここで，Q は‘問い (question)’，M は‘教授ミリュ
ー (didactic milieu)’，Aは問い Q に対する‘回答 
(answer)’である．次節で説明するが，ミリューについ
ては，Brousseau (1997) による教授学的状況理論 
(TDS) で扱われるミリューと同様のもの（cf. 宮川, 
2009）を想定すればよい．ここでの教授システム S で
は，教授争点が作品ではなく，問いになっている．記























ため，記号を使えば，M = {A1, A2, …, Ak, Ok+1, … Om} 
となり，ヘルバルト図式はより正確には，次のように
記述される． 


















が相互作用するものである  (cf. Chevallard, 2004; 
                                                        
6 仏語では “œuvres” であり，一般的には，作品や業績
Artigue et al., 2010; Kidron et al., 2014)．これは，TDS に
おけるmilieu を含む．ただしTDS では，教師が設定し





























(temps) と 7 つの往還 (dialectique) である．まず，問い





ii. 分析 (analyse)：回答Aの実験的・理論的分析． 
などを意味する． 
6 
iii. 評価 (evaluation)：回答Aの評価． 
iv. 開発 (developpement)：回答A の作成． 
v. 擁護と例証 (defense & illustration)：作り出した
回答A の擁護と例証． 
この 5 つの段階により，具体的には次のような過程















また，これらの段階の活動は，次の 7 つの 2 極間の
往き来（往還）によってより詳細に構造化される
(Chevallard, 2002; Chevallard & Ladage, 2011)． 
1. 本題と脱線 (sujet et hors-sujet)  
2. スカイダイバーとトリュフ採集家 (parachutiste et 
truffier)  
3. ブラックボックスとクリアボックス (boites noires 
et boites claires) 
4. 推測と証明 (conjecture et preuve)  
5. 外的読解と内的記述 (excription et inscription) 
6. 発信と受信 (diffusion et reception) 
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